
　　　　

令和６ 年 10 月 21 日

10 時 0 分から 19 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
多様な福祉サービスがその利用者の移行を尊重して総合的に提供されるよう創意工夫することにより、利用者が、個人の尊重を保持しつつ、心身ともに健やかに育成され、又はその有す
つ能力に応じ自立した生活を地域生活において営むことができるように支援することを目的とする。

事業所名 放課後等デイサービスまがたま 作成日支援プログラム（参考様式）

・学習の声掛けやスケジュールの提示などを通して、習慣化の支援を行います。
・視覚、聴覚、触覚などの感覚を十分活用し、必要な情報を収集して認知機能の発達を促す支援を行います。（ビジョントレーニングなど）
・こだわりや偏食などに対する支援を行います。
・感覚や認知の偏り、コミュニケーションの困難性から生ずる行動障がいの予防、及び適切行動への対応を支援します。

・集団の場の特色を生かして、遊びや活動などの実践から自分も周りも大切にするコミュニケーションの知識と技術を学びます。
・特性に合わせてジェスチャーや絵カードなどを活用し、環境の理解と意思の伝達が円滑にできるよう支援します。
・言語的コミュニケーション能力などに応じて、正しい言葉の理解と活用方法、正しい行動を繰り返し、その場面に応じて伝えていく支援を行います。
・特性に合わせた読み書き能力の向上のための支援を行います。

・集団での遊びや活動を通して、自己理解や他者理解を養い、社会性や対人関係の芽生え、発達を支援します。
・遊びや活動の中で役割分担やルールを守って遊ぶ共同作業を通して、徐々に社会性の発達を支援します。
・他児と対立した時などの問題の解決方法、感情のコントロールができるように支援します。
・外出やまがたま本館の行事などへ参加し、地域との交流や資源の活用を行います。

支援方針

心身に障害がある児童が生活能力の向上のために必要な訓練を行い、及び社会との交流を図ることができるよう、障害児の身体及び精神の状況並びにそのおかれている環境に応じてて適
切かつ効果的な指導及び訓練を行います。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

４月：進級おめでとうパーティ　　　　　　　　　　　　　　８月：まがたまサマーフィスティバル参加、スイカ割り　　　　　　　１２月：クリスマス会、餅つき、年越しそば作り
５月：まがたまスポーツ大会参加　　　　　　　　　　　　　９月：合同避難訓練、炊き出し訓練　　　　　　　　　　　　　　　　１月：初詣
７月：七夕、水遊び開始、避難訓練　　　　　　　　　　　　１０月：まがたま祭り参加、ハロウィーン　　　　　　　　　　　　　２月：節分

（別添資料１）

家族支援

・連絡帳にて日々の過ごしの様子をお伝えするほか、家庭との情報共有を行い
ます。また、まがたま広報やＨＰなどで活動の様子などについて発信します。
・お困りごとなどについての相談や面談は随時受け付けています。

移行支援

・まがたまの生活介護の行事に参加したり、地域の活動やイベントにも参
加し、交流の機会を提供し、いろいろの人たちのふれあいを大切にしてい
ます。

地域支援・地域連携

・相談支援専門員と連携し、学校などの関係者と定期的に情報共有を行い、支
援方法の共通理解や環境調整を行います。 職員の質の向上

・法定の研修のほか、適宜事例検討を行い、全体で共通理解を図り統一さ
れた支援を目指します。　　　　　　・キャリアアップの為に外部の研修
にも参加し、職員の質の向上に努めます。

支　援　内　容

・健康観察を行い、心身の状態を把握します。　　　　　　　　　　　　　　　　　・健康な生活の基本となる食を育む力の育成を行います。（クッキングなど）
・身の回りの清潔（手洗い・消毒）、排泄・着替え・食事の見守りやお手伝いなど基本的生活スキルが身につくように支援します。
・片づけ、荷物の整理など生活に必要な生活スキルの向上を目指します。
・特性や活動に応じて空間の構造化を行います。

・グラウンドや芝生、山を活用し、全身を使った遊びを行います。　　　　　　　　・バランス感覚など体の使い方や強弱・方向の感覚を身につけられるように支援します。
・日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や運動・動作の改善および習得、筋力の維持・強化を図ります。
・五感で楽しめる季節に応じた活動を提供し、五感を最大限活かすことができるように活動や遊びで支援します。
・感覚や認知の特性に配慮し、環境調整やイヤーマフなどの提供を行います。
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